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研修委員長 市村清勝

これは妥協しない心。これでは
駄目だという心です。

　市村工務店の市村です。研修委
員長を拝命しております。研修委
員会はモーニングセミナーの講
師を依頼し、お招きするのが役目
です。私は自分が「この人の話を
聞きたい！」と思った方を講師に
選んでいます。これは人に差し上
げるプレゼントと一緒だと思っ
ています。私が誰かにプレゼント
をする時は、これは相手が喜んで
くれそうだなあということでは
なくて、自分が「欲しいなあ。」と
思うものを選ぶようにしています。
講師の選定は、「これ、おいしいか
ら是非食べて！」というのと同じ
感覚です。

●倫理は実践と継続

倫理の実践を通して、どれだけ成
長をしているか、自分では気づい

ていない事が多いものです。それは人の話を聞いたり実践した
りしながら、少しずつ成長していくからなのかもしれません。
人は急には成長できませんので、私はそれで良いのだと思いま
す。少しずつで良いのですから、倫理の実践において、無理をす
る事もありません。頑張ることもしません。しかし、さぼりもせ
ず、今やれる事をやれる範囲で一所懸命する。これが倫理を継
続するための自分のポリシーになっています。

●現場のトイレ掃除

当社のネームプレートには『日本一きれいな現場をつくりま
す』と書いてあります。書いてある以上現場を奇麗にしなくて
はなりません。例えば現場の仮設トイレというのは、最初は奇
麗な状態で現場に設置されます。しかし、現場のトイレは間違
いなく汚れます。仮設トイレは通常リースなので、使うのにも
誰にも責任がありません。皆が泥足で入ってきて、使いっぱな
しなのが当たり前なのでどうしても汚くなるのです。
　そこで「仮設トイレ使用の責任は現場の監督者であるあなた
にあります。このトイレを奇麗にするのはあなたの仕事です。
下請けや職人にはやらせず、まず自分で１回でいいから掃除を
してくれ。」と言っています。そうすれば、ここが大事なところ
ですが、「せっかく掃除したのだから汚さないでくれ！」という
掃除した人の気持ちがわかるようになってくるのです。
　現場をきれいにすると、建物も奇麗、安全、お客様からも褒め
られると良いことばかりです。きれいにするには技術も何も要
りません。社員には奇麗にしておけばと必ず褒められるからと
言っています。褒められると社員はとても嬉しい、成功体験が
出来るのです。

●７アクト斉唱

また、ネームプレートの裏側に７アクトが書いてあります。
社員がこれを取り外して読むようにしています。７アクトは大
変良い言葉だと思います。これをやっていると間違いがありま
せん。しかも、この７アクトは社長自身の言葉ではありません。
倫理の言葉であるというのがポイントです。私は、社長の言葉
に対して、社員は抵抗があるのではないかと思っています。「俺
の言うことをお前ら聞け！」ではなくて、「これは倫理の言葉な
のだ。」と。「倫理が教えてくれることを皆で実践しえいこうで
はないか。」と。こちらの方が良いのではないかと考えています。

●みんなで学んだコミュニケーション力

社長が倫理で学んだことを、会社で社員に伝えたいという思
いから、以前、MSで講師をしていただいたNHK山形放送局の樋口
局長を社にお呼びして講演していただきました。よくコミュニ
ケーションが大事と言いますが、私はこのことを社員が理解す
るには訓練が必要であると思っていました。そこで『あなたの
言っていることは伝わらない。だから伝え方を勉強しなくては
ならないのだ』という内容の講演を樋口局長にお願いしたので
した。
　「私、お客様にこういう風に言いました」と社員が私に言うの
です。しかし、言ったか言わないかが問題ではありません。お客
様に伝わったのか、伝わっていないかが問題なのです。伝え方

が下手だから伝わっていないのです。伝える側の責任からみれ
ば、言ったか言わないかはどうでも良いのです。何百回言って
も伝わらないものは伝わりません。伝わらなかったら現物を持
って行くとか、伝え方の工夫が色々あるのです。それが『インフ
ォームド・コンセント』という言葉につながってきます。

●インフォームド・コンセント

患者さんが納得してからお医者さんが治療することを意味
する『インフォームド・コンセント』が会社の共通用語になって
います。本来これは医療用語ですが、建築でも絶対必要な言葉
です。
　建築は商品があってこれを売りますという商売ではありま
せん。当社では出来てみないとわからないものを売っています。
ですから、社員には「どんなものが出来上がるのか、お客さまか
ら「うるさい！」と言われるくらいまで説明しなさい、もしお客
さまが現場に来たらずっと付いて回って説明し続けなさい。」
と言います。ほとんどのお客様は設計図を見ても何もわかりま
せん。出来上がった後でお客様から「なんでこんな風に作った
の？私は聞いていません。」と言われることが無くなるのは重
要なことです。

●最高のものをつくろうじゃないか

私にとって一番良い建物とは何か。お客様がずっと使い続け
てくださり、１０年後にうちの建物は素晴らしい建物ですと喜
んでくださるのが一番良い建物だと思っています。１０年後に
ありがとうございましたと言ってくれる建物が作れたらそれ
は素晴らしいことです。引き渡しの時に涙流して「うわぁ！あ
りがとう！」と感動してるというのは私にとってとんでもない
話です。その前に全部説明し、お客様との意思疎通がよくでき
ていて、その結果、お客様から「私の言う通りのものができまし
た。どうもありがとうございました。」と言っていただいて静か
に引き渡すの当社のやり方です。
　建物を作るのは人です。建物を作るのにどういう人を現場に
寄せるか。その人がどういう心構えで現場に向かうかが建物の
良し悪しを決めるのだと社員に言い続けています。それがこの
「最高のものをつくろう」。という言葉になります。ものづくり
をする人間にとってずっと持ち続けなくてはいけない心構え
だと社員に言うのです。これは妥協しない心。これじゃ駄目だ
という心です。
　これはサクラダファミリアを設計した建築家アントニオ＝
ガウディの言葉です。私の言葉ではありません。私は学生時代
に建築家の研究でアントニオ＝ガウディを色々調べて設計図
をトレースしたりしていました。スペインに行ったときにオリ
ジナルの設計図を見せていただき感動しました。「最高のもの
を作ろうじゃないか。」という言葉はガウディが弟子に遺した
最後の言葉でした。ものづくりをする集団として、こういう気
持ちを皆で持っていこうと言っています。「社長の言葉を聞け
よ！」ではないところが大事です。ガウディが言った言葉だか
ら説得力がある。社長の言葉はパクリの羅列で大いにい結構。
その方が社員によく伝わると思います。

●マイブーム

マイブームは写真です。最後に私の作品を１点ご紹介します。
この１年半くらい常時デジタル一眼レフカメラとレンズ数本
を車に積んで、個人的に建築物や風景撮影を楽しんでいます。
写真は美的感性の訓練になりますので仕事にもつながります。
建物の良さを知っている人が建物の一番良い瞬間を撮影出来
るのです。結構凝り始めて、画像のあおり補正、電線消し、明る
さの調整、曇り空を青空に差し替えも自分でやれるようになり
ました。写真満載のブログも是非ご覧ください。

6月
のモーニング
セミナー予定

●6月6日（土）　第265回
『感謝の心と向上心』
講師：秋田県由利本荘倫理法
人会
監査
佐藤良一 様

●6月13日（土）　第266回
『職場のメンタルヘルス入門』
講師：東谷メンタルヘルス研
究所所長
精神科医
東谷慶昭 様

●6月20日（土）　第267回
講師：呑百笑燦塾
主宰
井上　太 様

●6月2７日（土）　第268回
『シンプル　イズ　ベスト
心が先』
講師：（社）倫理研究所
法人スーパーバイザー
磯田サヨ 様

最高のものを作ろう

皆様のご来場を
お待ちいたして
おります。
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心掛ければ
自然に出て
きます。




